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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

①第三者評価機関名 

よこはま地域福祉研究センター 

 

②施設・事業所情報 

名称：SEAKID保育園 種別：児童分野 認可保育所 

代表者氏名：牧山久代 定員（利用人数）： 105（116）     

名 

所在地：〒 230-0078 横浜市鶴見区岸谷1-26-12 

TEL：045-717-6473 ホームページ：https://www.kid-g.com/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：2011年4月1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：一般社団法人KID-G 

 職員数 常勤職員：      18名 非常勤職員        14名 

 専門職員 保育士：       21名 看護師           1名 

栄養士         3名  

  

 施設・設備

の概要 

居室数 保育室６室 設備等：事務室、調理室、調乳室な

ど 

  

 

③理念・基本方針 

【理念】夢と優しさに満ちた想像力豊かな人を育む 

【基本方針】心育・体育・知育・調和のとれた環境の中で「生きる力」をはぐくむ 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

・週に1回2～5歳児は英語の時間、3～5歳児は体操の時間があり、KID－Gグループ内

の講師が訪問しています。 

・月に1回2、3歳児はボランティアによるお話会があります。 

・栄養士と保育士が協力して食育に取り組んでいます。園から歩いて40分の場所に畑を

借り、ジャガイモやサツマイモを植えたり、夏は屋上のプランターで野菜を作り、給食

で出してもらったり、クッキングをしています。0歳児からトウモロコシの皮をむいた

り触ったり、食材に触れる体験を大事にしています。 

 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

 2019年6月12日（契約日） ～ 

2020年3月17日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）       回（    年度） 

⑥総評 

特に評価が高い点】 

 

◆多様な子どもたちが多い中で、どの子どもたちも共にのびのび育っています 

地域の特性から、園には中国・韓国・ベトナム・ネパール等多様な国籍の子どもたちが



 

多く在籍しています。また個々の発達の状況から、配慮の必要な子どもたちも多数在籍

しています。そのような環境の中で、子どもたちはごく自然にクラスの仲間、友だちと

して関わり、分け隔てなく仲良く毎日を過ごしています。入園したばかりで日本語がわ

からない外国籍の子どもに、日本語が話せるようになった子どもが自ら通訳をして担任

との橋渡しをしたり、他の子どもたちも身振り手振りで伝えようとし、新入園児が1日目

から安心して楽しく過ごすことができた事例がありました。また、子どもたちは遊びや

生活の中で、障害のあるなしに関わらず、できないことがあれば自然に手伝ったり、代

わりにやってあげたり、できるまで待ったり、助け合い、思いやる心を持って共にのび

のび園生活を送っています。保育士も絵カードを使う等、個別に配慮しながら、日々ク

ラスの仲間として過ごせるように努めています。また園は、外国籍の保育士を雇用して、

外国籍の保護者や子どもたちとコミュニケーションが取れるように配慮しています。 

 

【改善を求められる点】 

 

◆保育室の更なる環境作りの工夫が望まれます 

どの保育室も採光に恵まれ、広々としています。また各部屋のおもちゃや絵本、教材等

は数も十分用意されています。しかし、子どもが主体的に活動する環境としては十分で

はありません。例えば、おもちゃ等が年齢、発達、興味にあった物であるか再度考え、

自由に取り出して遊べるよう工夫されることが期待されます。また、好きな遊びができ

るコーナーや、一人でほっとできるスペース等を、既存の設備を活かしながら敷物や家

具、衝立、布などの利用方法を工夫するなどして、どの子どもたちも長時間居心地良く

過ごせる環境設定を園全体で話し合い、工夫される事が望まれます。 

 

◆保育理念の実現のために中長期計画の策定が望まれます 

保育理念を基に、「どの様な園をめざすのか」「どの様な保育をしていきたいのか」「ど

の様な保育士になっていきたいのか」「どの様な子どもたちに育てていきたいのか」な

どについて、法人、園長、職員全員で話し合いを重ね、自信をもって園運営ができるよ

う、3年から5年先の事業環境も見据えた園の中期・長期計画を策定していくことが期待

されます。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

SEAKID保育園は認可保育園に移管して5年目を迎えました。平成29年には幼児クラス

が出来、今年2回目の卒園式を迎えます。若手の職員も多い中、第三者評価を受審するに

あたり全員で2週間にわたり話し合いや勉強を行いました。保育施設として求められるこ

とや、より良い運営のために必要なことなどを改めて全員で見直すことが出来ました。 

 

今回の受審でいただいた評価を通して明確になった課題を丁寧に受け止め、1つ1つを職

員全員で話し合い、より良い保育の実現を目指していきたいと思います。また、保護者

や地域の方々の声を積極的に受け取ることのできる体制を整え、運営本部・施設長・職

員ともども一体となって皆様に喜ばれる施設とすることのできるよう努力してまいりま

す。 

 

SEAKID保育園 

牧山久代 

 

⑧第三者評価結果 
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